
令和元年度 第２回 学校運営協議会 

 

 

１ 日時 令和元年 11月１日(木) 18:00～19:30 

２ 場所 布施高校文化会館 

３ 構成員 

(委員) 

東大阪市立長栄中学校校長   奥西 真弓 様 

八尾市立八尾中学校（夜間）教頭  辻 巧 様 

（株）ベレーザコーポレーション  入江 孝史 様 

星陵同窓会副会長   八木 佳奈枝 様 

四天王寺大学参事   好川 佳司 様 

保護者会会長   西田 麗華 様 

 

(本校より) 

准校長、教頭、事務部長、主査、首席・生徒指導主事、教務主任、進路指導主事、１年学年主任 

 

４ 内容 

(1) 准校長挨拶 

○ 質問 → 修学旅行の参加人数が８人ということだが、どのような修学旅行であったのか 

○ 回答 → 人数が少なくなった結果１人頭の料金が上がり、ルートを変更した。 

     １年前から業者と打ち合わせをしており、年度途中で格安のパック旅行などに変更する 

ことが難しい。 

(2) 議題 

ア 第１回授業アンケート(７月実施)結果について 

イ 生徒生活実態アンケート(７月実施)について 

ウ 学校教育自己診断アンケート(11月実施)について 

(3) 報告等 

各分掌の取り組みについて(進路指導部・生徒指導部・教務部) 

(4) 意見交換 

(5) まとめ 

 

５ 説明・協議 

(1) 第１回授業アンケート(７月実施)結果について 

・昨年７月の授業アンケートに比べ、質問１・２で数値が低く、生徒の学習意欲が下がっている。 

質問８・９について、魅力のある授業、知識・技能が身についたと感じる生徒の割合を今後も高め 

ていく必要がある 

・国語について 回答１・２の割合が他教科と比べ多い 



○ 質問 → 外国籍の生徒が増えて、授業理解の評価が下がってるのではないのか。 

○ 回答 → 外国籍の生徒は少なく、国語の授業では別室で日本語指導を行っておりこのアンケート 

には反映していない。また、国語は非常勤の教員が多く、学校からの指導が行き届かな 

い部分がある。定時制での非常勤を探すことが難しいことも原因にあげられる。 

○ 質問 → 非常勤が足りていないことについて、先生の人数は足りているのか。 

○  回答 → 現在は足りている。 

・地歴公民について おおむね良好である 

・数学について 項目８・９が二分化している。数学を苦手な生徒が多いのではないか。 

・理科について 質問６・７での生徒の評価が高い 

・外国語について 質問６・７での生徒の評価が高い 

・保健体育について  質問６・７での生徒の評価が高い 

 

(2) 生徒生活実態アンケート(７月実施)について 

・「入学試験時に本校以外の高校を受験したか」の質問について：他校を受けた生徒が少ない。 

・「あなたが定時制を選んだ理由」について：学年によって違いがある。 

・「あなたが本校を選んだ理由」について：中学校の先生からすすめられたからが多い。 

・「友だちについてはどうですか」について：友だちができたという回答が多い。 

・「働くこと」について：経済的に働く必要がある生徒が多い。 

・「卒業後の進路」について：低学年では考えていない生徒が多く高学年では就職を希望する生徒が 

多い。 

 

(3) 学校教育自己診断アンケート(11月実施)について 

ア 生徒用 今年追加した項目 

３「授業では自分の考えをまとめたり、発表することがある。」  

４「授業中は学習できる雰囲気が保たれている。」 

５「授業でわからないことについて、先生に質問しやすい。」 

９「先生はいじめについて、私たちが困っていることがあれば真剣に対応してくれる。」 

11「担任の先生以外にも、気軽に相談することができる先生がいる。」 

12「教室以外に、保健室など落ち着ける場所がある。」 

 

 イ 保護者用 生徒用と同様の変更を行った 

ウ 教職員用 昨年度１０項目から今年度３２項目へ大幅な追加を行った 

 

○ 感想 → アンケートに出てきたものがすべてではない、しかしアンケートから見て取れる、よく 

なったところは自信をもっていただけたらと思う。 

 

(4) パッケージ研修についての説明 

今年度の目標 



「定時制の生徒が身に付けるべき力とは」「今後の定時制の授業を教員全員で考え、全員が実践する。」

「Readingの授業を教員全員で考え、全員で 1つの授業を作る。」 

 

(5) 進路指導部 

・インターンシップ３名 ジョブチャレ６名参加 

・就職指導（高卒求人検索練習・企業研究・違反質問労働法規説明・大面接会・卒業生講話など） 

を実施 

・応募前職場見学 16社（10 月 24日現在） 

・１次応募者５名 内定３名 

・進学指導 ２名決定 

・Japan e-portfolio対策でキャリアノートを実施 

・今年度より秋遠足（職場見学）を実施－進路を考えるきっかけに 

事前指導２時間 事後指導 1時間 

１年生２年生 東大阪高等職業技術専門校・カップヌードルミュージアム 

３年生４年生 アサヒビール吹田工場・技研工業（株） 

○ 質問 → 東大阪高等職業技術専門校は高卒対称なのか、昔は中卒だったと記憶しているが。 

○ 回答 → 現在は 18～35歳が対象 

 

○ 意見 → １・２年生のような早い段階で職業への意識をつけるのはとても大事 

       日清食品やアサヒなどの大企業ならば生徒にとって身近なものである 

       気になるところは３・４年生のアンケートを見ると、進路を考えるきっかけにはなって 

いない。毎年やるならば、いろいろな業種を順番に回っていけばいいのではないか？ 

       （夜間中学では大学や中小企業などさまざまな分野に見学にいった） 

       もっと少人数でいろいろなところ分かれていけばより効果的なのではないか（中学校の 

職業体験のイメージ） 

       平日の行事であるが働いている生徒は参加できたのか 

○ 回答 → 平日開催に関しては、事前に生徒に連絡し対応した。 

○ 質問 → 卒業生が就職した企業に行き、卒業生から説明を受けることは難しいのか？ 

○ 回答 → 一部ではあるが個別には行っている。 

 

(6) 生徒指導部 

・今年度の新しい取り組み 

① 懲戒規定をより細かく 

② 正門指導 

③ 遠足について 

④ 文化祭の実施方法を大きく変更 

・喫煙指導について 昨年度よりも減っている 

上履き指導を新しく取り入れたので校外にでることが少なくなった 



・対教師暴力２件 

・器物破損１件 

・立ち入り禁止区域への侵入３件 

・行事出席率は昨年度よりも上がっている 

遠足 65％（長欠含まず 71％）、球技大会 76％（長欠含まず 84％）、体育祭 73％（長欠含まず 80％） 

 

○ 質問 → 行事を欠席した生徒にはなにかペナルティのようなものはあるのか？ 

○ 回答 → ペナルティのようなものは無い。楽しみにしている生徒も多い。 

     １年生ではクラス融和の一環として行事の練習を LHRで行っている。 

○ 質問 → 校外へ出た実人数はどれくらいか？ 

○ 回答 → 主な人数は １年生６名 ２年生８名 ３年生６名 ４年生０名 

・取り組みと経過 

正門指導 : 上履きで校外へ出ていく生徒への注意を厳しくした。 

スマホ指導 : ２年生３年生の指導人数が多い。特に２年生は昨年度よりも増加している。 

図書館利用者数 : 実人数は少ない。２年生の利用者が多い。２年生は昨年度よりも増加。 

保健室利用 : 図書館を開放しているので利用者が昨年度よりも減った。特に例年に比べ１年生の 

利用が少ない。 

・今後の課題 

クラブ活動について : 運動部の活動状況は厳しい。教員が多忙により部活動につくことが難しい。 

入部する生徒が少なくなった。 

○ 質問 → 運動部はいくつ活動しているのか？ 

○ 回答 → バスケットボール、ウエイトトレーニングは活動している。 

     部員はバスケットボール５名、ウエイトトレーニング６名。 

     バドミントン、卓球は活動していない。 

５月遠足について : もともとの目的はクラス融和であるが、それがなされているのか疑問である。 

クラス単位の遠足を検討 

授業規律の向上 : 言葉遣いや暴言についての指導の在り方について再度検討する予定である。 

○ 感想 → 夜間中学校では暴力行為が無くなった。メロディチャイムを工夫し、病院などで流れて 

いるメロディを使用した。 

○ 感想 → 教員の電話対応なども今後考えていかなければいけない。 

○ 回答 → 本校教員の対応、話し方は本当にこのままでいいのか今後考えていかなければいけない。 

     教員と生徒お互いに成長していかなければいけない。 

・授業中の校外への外出問題 : 外出によって欠時数が多くなり進級できないのが現状。外出を禁止す 

るかどうか、検討すべきと考えている。 

・図書館のありかた : 授業に入ることが難しい生徒への対応としては成功しているが、授業をサボル 

場所にもなっている。 

 

○ 質問 → 生徒へいろいろな角度からアプローチをするため、スクールカウンセラーやスクール 



ソーシャルワーカーの導入はあるのか？ 

○ 回答 → 本校でも実施している 

 

(7) 教務部 

・教育課程の変更 ： 来年度入学生から教育課程が変更 家庭科を２年生に 社会と情報を３年生に。 

新学習指導要領に向けて、 現在新たな教育課程を作成中。 

・定期考査マニュアルの作成 ： 曖昧であった部分を統一し、職員会議で読み合わせを行った。 

・学習指導員の取り組み ： 国語総合、現代社会、数学Ⅱ、コミュ英Ⅰ、生物基礎で学習支援制度を 

活用している。 

・０限授業について ： 受講人数が少ない。受講してほしい生徒が来ないのが現状である。 

国語 １年生２名  数学 １年生２名  英語 １年生２名 ２年生１名 

 ・令和２年度使用教科書について 

 

○ 質問 → 日本語指導の０限授業はあるのか 

○ 回答 → 今年度は週１回木曜日に実施している。生徒の希望により増減もできる。 

 

(8) まとめ 

・文化祭について：今年度は全学年模擬店を行うことに決定した。会場は食堂を開放する。 

美術部や書道部の作品展示は理科棟で実施する。 

・次回の学校運営協議会：令和２年１月 24日（金） 18：00～19：30 

 


